
　

四
月
十
九
日
、
社
会
福
祉
会
館

で
、
平
成
二
十
七
年
度
東
支
部
代

議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
二
十
七
年
度
の

事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
提

案
さ
れ
、
執
行
部
の
原
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
選
考

委
員
会
の
推
薦
に
基
づ
き
新
役
員

体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
七
年
度
東
支
部
役
員

（
敬
称
略
）

支
部
長　
　

内
桶 

正
夫

副
支
部
長　

綿
引 

隆
信

副
支
部
長　

鈴
木 

義
雄

副
支
部
長　

石
﨑 

千
賀
子

会
計　
　
　

山
口 

裕

会
計　
　
　

橋
本 

由
合
子

監
事　
　
　

菱
沼 

征
一

監
事　
　
　

滝
本 

洋
一

　
女
性
部
長　

石
﨑 

千
賀
子

〃
副
部
長　

坂
本 

啓
子（
南
友
部
）

〃
副
部
長　

岩
田 

正
子（
柿
橋
）

〃
副
部
長　

友
部 

由
紀
江

　
　
　
　
　

 　
（
宮
前
・
鴻
巣
）

〃
副
部
長　

鈴
木 

龍
子（
五
平
）

広
報
委
員
長　

西
澤 

暉
雄

民
児
委
員　

皆
川 

勇

　
　

  

（
南
友
部
・
宮
前
・
鴻
巣
代
表
）

民
児
委
員　

生
天
目 

純
子

　
　
　

    　
（
五
平
・
柿
橋
代
表
）

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針　

　

前
年
度
の
方
針
・
計
画
を
継
続

し
て
い
く
と
共
に
、
多
く
の
人
々

の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
、
地
域

社
会
の
福
祉
向
上
に
努
め
る
。

一　

会
員
会
費
の
募
集

　

��

区
長
、
班
長
、
福
祉
委
員
、
民

生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
募
集
す
る
。

二　

高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

㈠
高
齢
者
と
の
ミ
ニ
サ
ロ
ン
開
催

　
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
１
回
）

㈡
高
齢
者
の
対
話
と
食
事
会
の
開
催

　
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
１
回
）

㈢
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

�

七
十
歳
以
上
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
希
望
者
に
年
２
回
配

食
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈣
高
齢
者
の
健
康
の
向
上
・
増
進

　

�

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
各
１
回
開

催
。

㈤
社
協
の
声
か
け
、
見
守
り

　

�

声
掛
け
、
見
回
り
、
あ
い
さ
つ

な
ど
き
め
細
か
に
実
施
。

三　

地
域
交
流
事
業

㈠
人
作
り
、
地
域
作
り
事
業

　

�

南
友
部
、
柿
橋
総
区
、
五
平
地

区
の
三
世
代
集
い
を
支
援
。

㈡
モ
デ
ル
地
区
育
成
事
業

　

�

南
友
部
、
鴻
巣
、
西
飯
田
三
地

区
の
祭
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

支
援
。

㈢
青
色
防
犯
車
パ
ト
ロ
ー
ル

　

小
学
校
児
童
下
校
時
に
実
施
。

　
（
月
１
回
）

㈣
子
供
の
健
全
育
成
事
業

　

�

子
ど
も
会
活
動
へ
の
支
援
（
児

童
一
人
当
た
り
五
○
○
円
）

㈤
各
種
研
修

・
支
部
委
員
、
福
祉
委
員
研
修
会

・
友
部
公
民
館
共
催
出
前
講
座

㈥
災
害
時
の
支
援
活
動

　

市
内
、
県
内
外
で
の
支
援
活
動

四　

女
性
部
の
活
動

㈠
地
域
交
流
活
動
の
推
進

・�

県
立
友
部
特
別
支
援
学
校
と
の

交
流
。

・�

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
敬
老
会
へ
の

協
力

・
福
祉
バ
ザ
ー
の
実
施

㈡
女
性
部
研
修

　

�

女
性
部
会
員
の
親
睦
・
交
流
・

学
習
の
た
め
に
実
施
。

㈢
料
理
講
習
会

　

�

高
齢
者
へ
の
配
食
に
合
せ
実
施
。

㈣
高
齢
者
と
の
交
流
事
業

　

ミ
ニ
サ
ロ
ン
、
対
話
と
食
事
会

㈤
児
童
通
学
路
の
立
哨

　

小
学
校
通
学
時
に
立
哨

　
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
実
施
）

　
五　

広
報
活
動
の
充
実

　

�

皆
様
か
ら
の
幅
広
い
情
報
を

「
支
部
だ
よ
り
ひ
が
し
」
で
年

四
回
発
信

共 生 の

　 心 一 つ に

　 　 町 光 る
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第 1 3 6 号

＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　 ＜支出の部＞
科目 決算額 Ｈ 27 年予算額 科目 決算額 Ｈ 27 年予算額

会員会費還元金 1,128,500 1,130,000 事務費 15,666 30,000 
事業活動助成金 162,850 163,000 会議費 50,205 50,000 
（福祉コミュニティー助成金） (50,000) (50,000) 組織強化費 5,400 50,000 
（広報助成金） (112,850) (113,000) 慶弔費 5,000 10,000 
繰越金 416,263 600,383 事業費 257,894 320,000 
雑収入 77,641 49,617 女性部 381,473 500,000 

広報委員会 220,000 220,000 
役員研修費 76,119 100,000 
地域活動推進費 120,000 140,000 
予備費 53,114 523,000 
繰越金 600,383 −

合計 1,785,254 1,943,000 合計 1,785,254 1,943,000 

平成２６年度収支決算報告と平成２７年度収支予算



　

こ
の
度
、
社
協
東
支
部
副
支
部

長
と
し
て
重
責
を
担
う
こ
と
に
な

り
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
会
員

の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
を
土
台
と
し
て
任
務
に

当
た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

東
支
部
地
域
内
で
も
少
子
高
齢

化
、
一
人
暮
ら
し
の
増
加
、
高
齢

者
に
対
す
る
振
込
み
詐
欺
、
児
童

虐
待
な
ど
、
地
域
社
会
を
取
り
巻

く
現
況
は
大
き
く
変
化
し
て
、
住

民
の
福
祉
に
対
す
る
要
望
も
益
々

複
雑
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
で
、
地
域
福

祉
活
動
も
潜
在
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化

し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
目
標
に
行
政
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
協
力
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

柿
橋
総
区
自
主
防
災
組
織
は
平

成
二
十
四
年
に
柿
橋
東
、
西
、
南
、

北
、
中
の
全
五
区
で
結
成
さ
れ
て

三
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
総

戸
数
は
五
百
四
十
戸
を
超
え
て
お

り
、
集
合
住
宅
等
を
含
め
ま
す
と

大
規
模
な
災
害
時
に
は
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
す
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
阪
神
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
の
経
験
か
ら
、
公
的
機
関
の
救

助
が
到
着
す
る
ま
で
に
救
助
活
動

を
近
麟
住
民
と
協
力
し
て
行
動
す

る
べ
き
で
す
。

　

柿
橋
総
区
合
同
防
災
訓
練
は
年

一
回
の
実
施
で
す
が
、
今
回
（
二

月
一
日
）
は
七
十
名
強
の
参
加
者

に
て
、
消
防
署
職
員
の
指
導
で
初

期
消
火
訓
練
・
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
取
り
扱
い
と

実
施
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
の
か
ら
多
く
の
質
問
等
も
出

さ
れ
て
有
意
義
な
訓
練
で
し
た
。

　

最
後
に
消
防
署
員
の
防
災
に
関

す
る
講
話
が
あ
り
、
日
頃
の
防
災

意
識
が
被
害
を
大
き
く
し
な
い
と

の
こ
と
で
す
。
訓
練
終
了
後
、
防

災
機
材
（
ガ
ス
発
電
機
、
消
火

器
、
投
光
機
等
）
の
点
検
作
業
を

実
施
、
異
常
な
い
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
と
の
諺
が
あ
り
ま
す
。
自
主
防

災
会
か
ら
配
布
し
て
い
る
マ
ッ
プ

等
を
活
用
し
て
、
危
険
個
所
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
日
頃
の
防
災

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

皐
月
晴
れ
の
空
に
、
男
児
の
出

世
と
健
康
を
願
っ
て
、
鯉
幟
を
立

て
た
江
戸
時
代
か
ら
の
風
習
も
、

今
は
見
か
け
る
事
が
少
な
く
な

り
、
幼
い
息
子
が
車
か
ら
歓
声
を

上
げ
て
喜
ん
で
い
た
の
は
昨
日
の

事
の
様
で
し
た
が
、
我
家
に
も
遂

に
「
避
難
支
援
・
見
守
り
支
援
票
」

が
届
き
、
六
五
才
以
上
の
高
齢
者

の
み
世
帯
の
仲
間
入
り
と
な
り
ま

し
た
。
ご
近
所
様
に
支
援
を
お
願

い
し
な
が
ら
、
ま
だ
出
来
る
事
を

探
し
て
地
域
活
動
に
参
加
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
度
も
変

わ
り
、
東
支
部
の
役
員
も
一
部
交

代
と
な
り
ま
し
た
が
、
広
報
委
員

は
引
き
続
き
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
内
桶
）

編
集
あ
と
が
き

　

新
緑
が
美
し
く
過
ご
し
や
す
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
任
を
受
け
て
よ
り
一
年
、
大

過
な
く
事
業
を
遂
行
す
る
こ
と
が

出
来
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
て
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
も
加
わ
り
人
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
り
社
協
の
役
割
も
益
々

重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢

者
福
祉
活
動
の
推
進
と
し
て
ミ
ニ

サ
ロ
ン
・
食
事
会
・
配
食
（
自
宅

に
お
届
け
）・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
近
所

誘
い
合
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
児
童
の
登
下
校
に
つ
い
て

は
、
立
哨
活
動
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
等
引
き
続
き
実
施
致
し
ま

す
。
地
域
交
流
活
動
（
運
動
会
・

お
祭
り
・
ど
ん
と
焼
き
等
）
協
力

し
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
皆
様
方

の
、
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

体
調
の
都
合
で
会

計
担
当
を
下
ろ
さ
せ

て
頂
い
た
後
、
一
地

域
民
と
し
て
外
側
か

ら
社
協
活
動
を
眺
め

て
参
り
ま
し
た
が
、

テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
を
見
聞
す
る
に
つ

け
、
た
と
え
微
力
と

言
え
ど
も
こ
う
し
た

活
動
は
絶
対
に
な
く

し
て
は
な
ら
な
い
と

強
く
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
は
、
シ
ラ
ケ
の
よ
う
な
気
分

が
蔓
延
し
て
い
て
、
未
来
の
明
る

き
こ
と
を
信
じ
て
努
力
す
る
、
な

ど
は
鼻
先
で
せ
せ
ら
笑
わ
れ
そ
う

で
す
が
、
め
げ
ず
に
愚
直
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
必
要
に

な
っ
て
来
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
女
性
部
で
は
新

役
員
が
就
任
し
、
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

私
自
身
、
大
役
を
お
受
け
し
非

常
に
困
惑
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨

年
ま
で
の
橋
本
部
長
が
築
い
て
下

さ
っ
た
事
を
基
本
に
し
、
頑
張
っ

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

女
性
部
は
「
高
齢
者
福
祉
活
動

や
地
域
活
動
の
推
進
」
を
基
本
目

標
に
今
年
も
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

ミ
ニ
サ
ロ
ン
や
食
事
会
等
、
楽
し

め
る
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
、

ご
近
所
お
誘
い

合
せ
の
上
、
多
く

の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も

皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
得
な

が
ら
活
動
を
推

進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
卒
、
宜

し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

◎
第
１
３
５
号
記
事
訂
正

　

第
１
３
５
号
の
「
常
磐
線
生
ま

れ
て
１
２
５
年
」
そ
の
３
の
記
事
中

「
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
式
線
路
が
２
ヶ

所
存
在
し
た
。
そ
の
１
は
友
部
北
側

（
現
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
地
内
）」
の

（　

）
内
は
誤
り
な
の
で
削
除
し
ま

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

女性部新役員（右端：石㟢女性部長）


